
平成 25 年度 広島県立総合技術研究所農業技術センター研究成果情報集  Ⅲ開発中の主要技術の紹介 

 

 

- 45 - 

23．高温登熟障害に強い多収穫酒造好適米の開発 

1．背景とねらい 

 広島県の酒造好適米は生産量の 3 割が県外に出荷される特産作物ですが，全国的な清酒

の消費低迷によりその生産量は年々減少しています。この状況を打開するため，県内の酒

造好適米生産団体および酒造会社は，競争力のある清酒の開発を狙って酒造好適米新品種

の育成を要望しています。これに応えるべく，県内の産官 5 者が結集し，平成 24 年度よ

り独自の酒造好適米の開発に取組んでいます。 

2．技術の内容 

1）本開発は，本県が保有する酒造好適米育種技術（農業技術センター）および醸造特性

評価技術（食品工業技術センター）に加えて，農研機構近畿中国四国農業研究センタ

ーの研究資源を活用して効率的に推進します。また，酒造好適米生産・流通団体（JA
全農ひろしま，広島県穀物改良協会）および酒造会社（広島県酒造組合）も加わり，

育種戦略と選抜基準の策定を行い，生産・消費実態に則した品種育成を進め，「酒ど

ころ広島らしい高品質な“売れる酒”」の製品化を図っていきます（図 1）。 
2）5 者で検討した“売れる酒”のための育種目標は次のとおりです。 

① 多収の酒造好適米「八反錦 1 号」（530kg/10a）以上の収量性を有すること 
② 高温期に登熟しても玄米品質と溶解性が低下しない，高温登熟耐性を有すること 
③ 玄米に発現する心白の大きさは，精米の容易な「少」～「中」であること 
④ 代表的な酒造好適米である「山田錦」よりも溶解性が優れること 

3）本年度は主に，溶解性の優れる酒造好適米と多収で高温登熟耐性を有する一般食用米

との間で交配を行い，44 組合せの交配種子を得ました（データ略）。 

3．今後の計画 

1）2～3 年の内に集団を養成し，平成 28 年から，栽培特性と醸造特性の両面から選抜を

開始し，平成 32 年から大規模醸造試験を行い，平成 33 年には有望な系統を選定しま

す（図 2）。 
2）選定した系統は品種登録を行い，本県独自品種として県内酒造好適米産地に普及を図

り，更なる酒造好適米の生産・流通の増加と清酒の販売力強化に貢献します。 
 

（栽培技術研究部） 
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4. 具体的データ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 参画機関と担当内容 

図 2 育種の流れ 

目標設定
交配
1年

世代促進
2～3年

選抜
2～3年

生産力検定試験
5年

小規模醸造試験
3年

現地適応性試験
3年

 少量サンプル醸造
 評価
3年

温湯除雄器（左）と交配後，交雑
防止の袋を被覆した株（右）。

冬期に暖房し，17℃以上を維持
したハウス内での世代促進。

熟期，稈長，品質を大まか
に圃場で選抜。

普及対象地域で現地適応性試験
を行い，収量，品質を確認。

圃場選抜した株をより詳細
に室内で選抜。 生産力検定試験での収量調査。

大規模醸造試験
2年

統一分析法
による評価

2年

小規模醸造試験で酒造適性を
詳細に調査。

H24 H25～27 H27～29 H29～33

広島県立総合技術研究所
　

独立行政法人　農業・食品産業技術総合研究機構

近畿中国四国農業研究センター

　・交配
　・選抜

食品工業技術センター

・少量サンプルでの醸造
　評価技術の開発
・早期世代からの醸造性
　による選抜
・小規模醸造試験

JA全農ひろしま

・酒米販売動向調査
・選抜系統の中間評価
・新しい酒米の販売戦略

広島県穀物改良協会
　

・沖縄県での世代短縮
・選抜系統の中間評価
・現地での展示圃
・試験醸造のための原料米
　生産と精米

広島県酒造組合

・県内酒造会社の要望のとりまとめ
・選抜系統の中間評価
・大規模醸造試験
・新しい酒の販売戦略

農業技術センター

・交配
・選抜
・生産力検定試験
・現地適応性試験

酒米育種試験
（平成24～33年）

「米生産者及び酒造業者の
　競争力強化につながる
　高温登熟障害に強い

多収穫酒造好適米の開発」

県内酒米生産JA
JA広島中央，JA広島北部，JA三次，JA庄原

育種目標
①「八反錦1号」以上の多収
②高温登熟耐性
③心白の大きさ「小」～「中」
④「山田錦」よりも高い溶解性

（農業技術センターと分担）

（近中四農研センターと分担）
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